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わたしたちが
ステキな題字をありがとう！

を書きました！
大岩 珠音・仲村 海・仲村 海愛
新城 ほなみ・和知 武頼・宮城 岳

わ　ち　　 たけよりしんじょう みやぎ がく　　　

なかむら　　かい なかむら みあおおいわ　　みおん

奧小学校児童

題字：奥小学校児童

Webでも読めるよ

村民の    を行政へ声声
◎防災計画の再確認及び見直しは
◎漂着ゴミ問題、その後について
◎奥間土地改良区は今後どのように整備するのか
◎自然災害・流域再生、科学的知見の必要性
◎ハブ捕獲と咬傷対策
◎タイワンハブ目撃情報について
◎新たな村税で財源を確保する取り組みを求める

　一般質問通告書の質問・答弁を
基本に（会議録に基づき）各議
員でまとめ、議会広報委員会
が確認したものを掲載してい
ます。
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　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の
定例議会が開催されます。

　12月定例会は12月5日（金）開会予定です。
日程が決まり次第、

ホームページでお知らせいたします。

　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の
定例議会が開催されます。

　12月定例会は12月5日（金）開会予定です。
日程が決まり次第、

ホームページでお知らせいたします。

最近２つの勉強会に参加した。
３村の若者に交じって「豊かな親（ウフ）やんばる（国
頭・大宜味・東）創り」を目指すワークショップだ。
若者目線の「親やんばる」それぞれの宝もの、自然・
文化・食・人資源の宝ものをストーリー化し活かす。

２０００年頃から国頭村においても多くの宝ものを掘り出した。小冊子になったり、報告
書として民間や役場の棚に並んでいる。事業で〝作った〟〝まとめた〟で終わらずこの宝
もの達に若者の目線で磨きをかけ、息吹を吹き込みマネタイズや、地域おこしに繋いで
もらいたい。

左
か
ら

９月定例会一般質問
令和７年

　毎年度輪番制で各村議会が議員・事務局職員研修会を開催。今年度は１０月１６日（木）に大宜
味村にて研修会を開催いたしました。講師に大宜味村産業振興課　農政係長　住　秀和氏を招
き、「大宜味村の農業振興」についての講演会と視察研修として(株)フードリボン（大宜味村田
港）・旧喜如嘉小学校の廃校跡利用喜如嘉翔学校を視察しました。

北部三村議会連絡協議会 で

大宜味村
国頭村

東  村
廃校跡利用宿泊施設廃校跡利用宿泊施設 パインの葉の繊維素材にて商品開発パインの葉の繊維素材にて商品開発

（株）フードリボン

議会だよりの構成は
村の未来はここで決まる！！

Kunigami Gikai Guide

『親やんばるの宝もの』



国頭村議会だより No.13903 国頭村議会だより No.139 02

会計支出の決算状況

普通会計に基づく財政指

国頭村簡易水道事業会計

数

用語の解説

歳入

財産収入財産収入
1億2,689万3千円

1.8％

寄附金
2億9,669万4千円

4.2%

村税
6億4,108万2千円

9.0%

繰入金
3億7,366万2千円

5.2%

繰越金
4億9,653万1千円

7.0%

諸収入
1億3,340万2千円

1.9%

その他の自主財源
6,629万9千円
0.9%

地方譲与税
3,709万3千円
0.5%

地方消費税交付金
1億1,140万円
1.6%

地方交付税
28億5,791万5千円

40.0%

諸収入
701万4千円
0.1%

県支出金
4億6,108万９千円

6.5%

村債
5億4,620万９千円

7.7%

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
9,262万5千円
1.3%

自主財源
29.9%

依存財源
70.1%

国庫支出金
8億5,657万円
12.0%

その他の依存財源
3,159万2千円
0.4%

総務費
11億1,939万1千円

17.4%

民生費
7億9,607万円
12.4%

商工費
4億7,714万4千円

7.4%

土木費
2億4,413万6千円

3.8%

農林水産業費
8億2,761万円
12.9%

消防費
2億1,428万6千円

3.3%

教育費
11億7,449万4千円

18.3%

公債費
6億6,787万4千円

10.4%

災害復旧費
5,375万3千円
0.8%

諸支出金
2億6,704万9千円

4.2%

議会費
6,298万2千円
1.0%

衛生費
5億1,775万2千円

8.1%

項　目
会　計

歳入決算額
（A）

歳出決算額
（B）

形式収支
（A）－（B）
（C）

翌年度に
繰越すべき財源
（D）

実質収支
（C）－（D）
（E）

一　般　会　計 7,136,070

812,549

67,844

6,422,540

812,549

67,844

713,530 143,182

0 00

00 0

570,348

国民健康保険特別会計

簡易水道事業収益

簡易水道事業費用

当年度純利益

314,908,176円

297,053,207円

17,854,969円

資産合計

負債合計

資本合計

2,325,775,603円

2,235,375,827円

90,399,776円

後期高齢者医療特別会計

（令和6年度決算） （単位：千円）

年  度
区  分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

経常収支比率 80.0

6.8

0.22

74.2

7.1

0.21

87.1

7.4

0.20

88.7

7.9

0.20

R6年度

87.5

8.2

0.20

実質公債費比率

財 政 力 指 数

（単位：％）

一 般会計歳出決算構成 比

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

令和6年度決算
一般会計歳入総額
71億3,607万円
一般会計歳出総額
64億2,254万円

一 般 会 計 歳 入 決 算 構 成 比

※その他の依存財源は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得
　税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金です。
※その他自主財源は、分担金及び負担金、使用料及び手数料です。

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

村民1人当たりの
平均納税額は?

144,779円

村民1人当たりに
置き換えた金額は?

1,450,438円

議会費 14,224円
総務費 252,798円
民生費 179,781円
衛生費 116,927円
農林水産業費 186,198円
商工費 107,756円
土木費 55,135円
消防費 48,393円
教育費 265,243円
災害復旧費 12,139円
公債費 150,830円
諸支出金 60,309円

内　訳

【参考】
令和７年3月末住民基本台帳
人口 4,428人

（外国人含む）

監査委員意見
人口減少や少子高齢化のさらなる進行、老朽化した公共施設の整備による経常的経費の増加、予期せぬ自然
災害への対応が求められることから、持続的な財政の実現に向け中長期的な視点をもって財政運営を進める
とともに、国頭村総合計画に掲げるむらづくりの基本目標に基づき、複雑・多様化する村民ニーズに的確に
対応できる支援体制の構築と、人材や財源等の限りある行政資源を有効活用し、将来にわたり安定的かつ効
果的な行政サービス提供に努めて頂きたい。

● 経営収支比率

● 実質公債費比率

● 財政力指数

　財政構造の弾力性を表す
比率。人件費、扶助費、公債
費等の経常的経費に村税、
地方譲与税、各種交付金等
の経常一般財源がどの程度
充当されたかを見る指標で、
一般的に７０パーセント以下
が健全財源の目安です。

 財政力を示す指標で、この
数値が「１」以上あれば財源
に余裕があり地方交付税の
不交付団体となります。

　自治体収入に対する借金
返済額の比率を示す。18パ
ーセント以上になると、新た
に地方債を発行して借金す
る際、財政運営の計画をた
てて国や県の許可が必要と
なります。
　また、２５パーセント以上
は単独事業の地方債が一部
認められなくなり、起債制限
団体となります。

経
営
成
績

財
政
状
態

（単位：円）
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議 案 番 号 件　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案
第48号

令和７年度国頭村一般会計補正予
算（第２号）

128,886千円の増額補正 原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第49号

令和７年度国頭村国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

473千円の増額補正  
 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第50号

令和７年度国頭村簡易水道事業会
計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出　　　　　　　  
収入314,141千円　支出288,970千円　

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第51号

国頭村職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例
について

地方公務員の育児休業等に関する
法律の一部改正に伴う改正 
 

原案可決
（全会一致）

議案
第52号

国頭村職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例につい
て

地方公務員の育児休業等に関する
法律の一部改正に伴う改正 原案可決　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第53号

国頭村職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例につ
いて

被災地支援として国又は他の地方
公共団体からの要請に基づき職員
を派遣した場合の手当を整備する
ための一部改正 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第54号

国頭村景観条例の一部を改正する
条例について 

景観重点地区の指定は上位法であ
る景観法に基づくものではなく、市
町村の景観条例において指定する
ものであるため、本条例の一部を改
正する必要があるため 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第55号

国頭村水道事業布設工事監督者の
配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条
例の一部を改正する条例について 

水道法施行令の一部が改正された
ことによる本条例の一部改正 原案可決　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第56号

国頭村教育委員会委員の任命につ
いて 浦崎　葉子（辺土名区） 原案同意　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第57号

奥公民館建築工事請負契約について

契約の方法：指名競争入札　　　　　　　　　
契約の金額：257,950,000円
契約の相手方　　　　　　　　　　　
(株)北勝建設・（有）昭建設　　　　　　　　　　　　
特定建設工事共同企業体  

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

認定第1号 令和６年度国頭村一般会計歳入歳
出決算認定について

歳入総額：7,136,070千円　　　　　　　　　
歳出総額：6,422,540千円　　　　　　　　
差引額：713,530千円　　　　　　　　　　
繰越額：143,182千円　　　　　　　　　　
実質収支額：570,348千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第2号 令和６年度国頭村国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について 

歳入総額：812,549千円
歳出総額：812,549千円
差引額：0千円　　　　　　　　　　　　
繰越額：０千円　　　　　　　　　　　
実質収支額：0千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第2号 令和６年度国頭村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定について

歳入総額：67,844千円　　　　　　　　　
歳出総額：67,844千円
差引額：0千円　　　　　　　　　　　　
繰越額：０千円　　　　　　　　　　　
実質収支額：0千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第4号 令和６年度国頭村簡易水道事業会
計歳入歳出決算認定について

経営成績　　　　　　　　　　　　　　
簡易水道事業収益314,908,176円
簡易水道事業費用297,053,207円　　　　　　　　　
当年度純利益：17,854,969円
財政状態　　　　　　　　　　　　　　　
資産合計：2,325,775,603円　　　　　　　
負債合計：2,235,375,827円　　　　　　　
資本合計：90,399,776円

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

意見書案
第１号

国頭村における特定外来生物「タ
イワンハブ」生息に関する意見書 

外来種であるタイワンハブが世界
自然遺産である本村で生息し繁殖
した場合、生態系及び生活環境に重
大な影響を及ぼすため、早急な対策
が必要である(5ページ下段に全文
掲載) 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

報告第5号

令和６年度沖縄県町村土地開発公社

事業報告及び決算報告書の報告につ

いて

地方自治法２４３条の３第２項の規
定による 報　告

報告第6号

令和７年度に公表する財政健全化判

断比率及び資金不足比率の報告につ

いて  

地方公共団体の財政の財政の健全化
に関する法律第 3条第 1項及び第
22条第1項の規定による報告

報　告

報告第７号
令和６年度国頭村観光物産株式会社

営業報告書の報告について

地方自治法第２４３条の３第２項の
規定による報告 報　告

国頭村議会だより No.13905 国頭村議会だより No.139 04

議案と結果議案と結果
令和７年第5回　定例会(９月) 
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　本村において令和７年７月１０日、集落で猛毒を有する特定外来生物タイワンハブが捕獲された。
　タイワンハブは低地から山地森林域、住宅周辺など幅広い環境に生息し、人命を奪いかねない極めて危険
な毒蛇であり、国頭村への定着及び繁殖した場合、村民の生命・財産を脅かし、地域経済・観光・農林業、さら
に世界自然遺産に代表される本村が誇る自然生態系に計り知れない打撃を与えることは必至である。
　この危機を看過することは断じて許されない。村民の生活環境と生物多様性の保全を含む本村の存立に関
わる重大事であり、国・県・関係機関は一刻の猶予もなく、最優先で徹底した防除対策を講じなければならな
い。
　よって国頭村議会は、村民の総意をもって以下の通り決議する。

1.国及び県は、直ちに徹底した調査と緊急防除体制を構築し、タイワンハブの根絶を図ること
2.国・県･村においても、全住民に対し迅速かつ正確な情報提供を行い、危険回避と被害防止の徹底を図
ること
3.国・県・村および関係機関は緊密に連携し、被害発生時には即応体制を確立し、村民の安全を最優先に
行動すること
4.生物多様性豊かな世界自然遺産･やんばる国立公園の森を脅かす特定外来生物の徹底した防除処置を
講ずること

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

宛先
環境大臣　内閣府特別大臣（沖縄及び北方対策担当大臣）　　
沖縄奄美自然環境事務所長　　沖縄県知事

令和７年９月２６日　　
沖縄県国頭村議会

国頭村における特定外来生物「タイワンハブ」生息に関する意見書

記



議 案 番 号 件　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案
第48号

令和７年度国頭村一般会計補正予
算（第２号）

128,886千円の増額補正 原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第49号

令和７年度国頭村国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

473千円の増額補正  
 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第50号

令和７年度国頭村簡易水道事業会
計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出　　　　　　　  
収入314,141千円　支出288,970千円　

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第51号

国頭村職員の勤務時間、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例
について

地方公務員の育児休業等に関する
法律の一部改正に伴う改正 
 

原案可決
（全会一致）

議案
第52号

国頭村職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例につい
て

地方公務員の育児休業等に関する
法律の一部改正に伴う改正 原案可決　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第53号

国頭村職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例につ
いて

被災地支援として国又は他の地方
公共団体からの要請に基づき職員
を派遣した場合の手当を整備する
ための一部改正 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第54号

国頭村景観条例の一部を改正する
条例について 

景観重点地区の指定は上位法であ
る景観法に基づくものではなく、市
町村の景観条例において指定する
ものであるため、本条例の一部を改
正する必要があるため 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

議案
第55号

国頭村水道事業布設工事監督者の
配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条
例の一部を改正する条例について 

水道法施行令の一部が改正された
ことによる本条例の一部改正 原案可決　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第56号

国頭村教育委員会委員の任命につ
いて 浦崎　葉子（辺土名区） 原案同意　　　　　　　　

（全会一致）

議案
第57号

奥公民館建築工事請負契約について

契約の方法：指名競争入札　　　　　　　　　
契約の金額：257,950,000円
契約の相手方　　　　　　　　　　　
(株)北勝建設・（有）昭建設　　　　　　　　　　　　
特定建設工事共同企業体  

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

認定第1号 令和６年度国頭村一般会計歳入歳
出決算認定について

歳入総額：7,136,070千円　　　　　　　　　
歳出総額：6,422,540千円　　　　　　　　
差引額：713,530千円　　　　　　　　　　
繰越額：143,182千円　　　　　　　　　　
実質収支額：570,348千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第2号 令和６年度国頭村国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について 

歳入総額：812,549千円
歳出総額：812,549千円
差引額：0千円　　　　　　　　　　　　
繰越額：０千円　　　　　　　　　　　
実質収支額：0千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第2号 令和６年度国頭村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定について

歳入総額：67,844千円　　　　　　　　　
歳出総額：67,844千円
差引額：0千円　　　　　　　　　　　　
繰越額：０千円　　　　　　　　　　　
実質収支額：0千円

原案認定　　　　　　　　
（全会一致）

認定第4号 令和６年度国頭村簡易水道事業会
計歳入歳出決算認定について

経営成績　　　　　　　　　　　　　　
簡易水道事業収益314,908,176円
簡易水道事業費用297,053,207円　　　　　　　　　
当年度純利益：17,854,969円
財政状態　　　　　　　　　　　　　　　
資産合計：2,325,775,603円　　　　　　　
負債合計：2,235,375,827円　　　　　　　
資本合計：90,399,776円

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

意見書案
第１号

国頭村における特定外来生物「タ
イワンハブ」生息に関する意見書 

外来種であるタイワンハブが世界
自然遺産である本村で生息し繁殖
した場合、生態系及び生活環境に重
大な影響を及ぼすため、早急な対策
が必要である(5ページ下段に全文
掲載) 

原案可決　　　　　　　　
（全会一致）

報告第5号

令和６年度沖縄県町村土地開発公社

事業報告及び決算報告書の報告につ

いて

地方自治法２４３条の３第２項の規
定による 報　告

報告第6号

令和７年度に公表する財政健全化判

断比率及び資金不足比率の報告につ

いて  

地方公共団体の財政の財政の健全化
に関する法律第 3条第 1項及び第
22条第1項の規定による報告

報　告

報告第７号
令和６年度国頭村観光物産株式会社

営業報告書の報告について

地方自治法第２４３条の３第２項の
規定による報告 報　告

国頭村議会だより No.13905 国頭村議会だより No.139 04

議案と結果議案と結果
令和７年第5回　定例会(９月) 
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　本村において令和７年７月１０日、集落で猛毒を有する特定外来生物タイワンハブが捕獲された。
　タイワンハブは低地から山地森林域、住宅周辺など幅広い環境に生息し、人命を奪いかねない極めて危険
な毒蛇であり、国頭村への定着及び繁殖した場合、村民の生命・財産を脅かし、地域経済・観光・農林業、さら
に世界自然遺産に代表される本村が誇る自然生態系に計り知れない打撃を与えることは必至である。
　この危機を看過することは断じて許されない。村民の生活環境と生物多様性の保全を含む本村の存立に関
わる重大事であり、国・県・関係機関は一刻の猶予もなく、最優先で徹底した防除対策を講じなければならな
い。
　よって国頭村議会は、村民の総意をもって以下の通り決議する。

1.国及び県は、直ちに徹底した調査と緊急防除体制を構築し、タイワンハブの根絶を図ること
2.国・県･村においても、全住民に対し迅速かつ正確な情報提供を行い、危険回避と被害防止の徹底を図
ること
3.国・県・村および関係機関は緊密に連携し、被害発生時には即応体制を確立し、村民の安全を最優先に
行動すること
4.生物多様性豊かな世界自然遺産･やんばる国立公園の森を脅かす特定外来生物の徹底した防除処置を
講ずること

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

宛先
環境大臣　内閣府特別大臣（沖縄及び北方対策担当大臣）　　
沖縄奄美自然環境事務所長　　沖縄県知事

令和７年９月２６日　　
沖縄県国頭村議会

国頭村における特定外来生物「タイワンハブ」生息に関する意見書

記



一般質問9月の
定例議会Question and Answers一般質問9月の

定例議会Question and Answers

国頭村議会だより No.13907 国頭村議会だより No.139 06

　　
令
和
５
年
６
月
一
般
質
問
で「
海

浜
等
ゴ
ミ
収
集
後
の
対
応
に
つ
い

て
」と
い
う
質
問
を
し
た
。村
長
答

弁
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

表
示
し
て
案
内
、村
民
に
も
周
知
を

図
っ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
改
善

が
な
さ
れ
た
か

　　
村
で
は
、ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
実
施

者
へ
ご
み
袋
の
提
供
や
分
別
案
内

を
行
い
、回
収
ご
み
は
原
則
と
し
て

各
自
で
処
分
場
へ
運
搬
し
て
い
る
。

運
搬
が
困
難
な
場
合
は
職
員
が
対

応
し
て
い
る
。令
和
５
年
９
月
に
海

岸
へ
分
別
案
内
看
板
を
試
験
設
置

し
た
が
、ご
み
集
積
場
化
や
不
法
投

棄
が
相
次
い
だ
た
め
撤
去
し
た
。そ

の
た
め
、ご
み
箱
設
置
に
つ
い
て
も

不
適
切
利
用
が
懸
念
さ
れ
、現
時
点

で
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　　
村
民
や
観
光
客
、企
業
、そ
し
て

子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
、み
ん
な
で

つ
く
る
き
れ
い
な
村
と
い
う
視
点

が
大
切
だ
と
思
う
。単
な
る
清
掃
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、村
の
魅
力
を
高

め
る
戦
略
的
な
取
組
と
し
て
展
開

を
期
待
し
た
い

　　
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
あ
る
本

村
の
海
岸
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、

地
域
の
子
ど
も
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
連
携
し
、継
続
的
な
清
掃
活

動
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
小
学
生
に

よ
る
看
板
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ス
コ
ミ

Ｐ
Ｒ
の
活
用
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
出
す
事
業
者
の
協
力
も
検
討
し
、

継
続
的
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　　　
去
る
７
月
30
日
、カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
地
震
で
津
波
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
。昨
年
の
津
波
避
難
で
学
ん

だ
こ
と
が
今
回
ど
の
よ
う
に
活
か

さ
れ
た
か
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か

　　
７
月 

30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
付
近
の
地
震
で
津
波
注
意
報
が

発
令
さ
れ
、災
害
対
策
準
備
体
制
に

移
行
し
、防
災
無
線
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

ロ
ッ
プ
で
避
難
情
報
を
発
信
、学
校

か
ら
の
児
童
生
徒
受
入
れ
を
実
施

し
た
。被
害
は
な
く
翌
日
に
解
除
さ

れ
た
。現
在
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
防

災
無
線
な
ど
が
稼
働
し
て
お
り
、森

林
公
園
の
通
信
環
境
も
改
善
。防
災

無
線
の
更
新
に
よ
り
今
後
は
登
録

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
も
可
能

と
な
る
予
定
で
、防
災
体
制
の
強
化

を
進
め
て
い
る
。

　　
情
報
伝
達
の
方
法
、電
源
の
確
保

と
空
調
、そ
し
て
住
民
に
向
け
て
の

防
災
備
蓄
啓
発
、防
災
カ
メ
ラ
も
含

め
て
早
急
な
対
応
を
期
待
す
る
。

　
　

　
生
活
困
難
者
支
援
は
区
長
や
民

生
委
員
等
の
個
人
善
意
に
頼
ら
ず
、

福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理

想
的
だ
と
思
わ
れ
る
が
現
況
を
伺

う　　
本
村
で
は
、日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
生
活
援
助

員
を
派
遣
す
る
軽
度
生
活
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。介
護
保
険
制

度
に
よ
り
訪
問
介
護
体
制
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、非
該
当
者
は
利
用

で
き
な
い
た
め
、社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
介
護
保
険
外
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。今
後
は
高
齢
化
に
対

応
し
た
在
宅
支
援
体
制
の
充
実
を

検
討
し
、福
祉
課
と
社
協
の
連
携
強

化
、区
長
や
民
生
委
員
へ
の
周
知
徹

底
を
進
め
て
い
く
。

　
生
活
困
難
者
支
援
は
必
要
性
が

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、重
要
な
の
は

「
支
援
が
実
際
に
届
い
て
い
る
実

感
」で
あ
る
。人
材
不
足
な
ど
を
理

由
に
対
応
が
遅
れ
る
と
、住
民
か
ら

見
放
さ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。他
自
治
体
の
成
功
例
を
参

考
に
、村
の
実
情
に
合
っ
た
持
続
的

な
支
援
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
と
し
て
、日
常
的
支
援
が
必
要
な

村
民
の
人
数
の
把
握
は
で
き
て
い

る
の
か

　　
高
齢
者
な
ど
生
活
に
支
障
が
あ

る
場
合
は
、区
長
や
民
生
委
員
、家

族
な
ど
を
通
じ
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
り
、必
要
に
応
じ

て
介
護
認
定
や
軽
度
生
活
支
援
事

業
に
つ
な
げ
て
い
る
。た
だ
し
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
人
も
お
り
、周

知
が
不
十
分
な
こ
と
は
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。今
後
は
、必
要

な
人
に
確
実
に
支
援
が
届
く
よ
う
、

周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
過
去
の
災
害
か
ら
台
風
被
害
、地

震
の
影
響
、土
砂
災
害
の
危
険
性
が

あ
り
、住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
防
災
体
制
の
強
化
が
急
務

で
あ
る
。特
に
昨
年
11
月
、沖
縄
本
島

北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、比
地

川
の
氾
濫
を
引
き
起
こ
し
住
宅
・
農

地
・
道
路
等
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。こ
の
被
害
は
、村
民
の
生

活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
み
な
ら
ず
、災
害
時
の
情

報
伝
達
や
避
難
体
制
、河
川
管
理
の

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。こ
の
経

験
は「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
教
訓
」

を
起
点
に
、防
災
の
強
化
と
計
画
見

直
し
に
反
映
し
て
い
く
事
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
に
向
け
た

方
向
性
や
体
制
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

　
昨
年
11
月
の
集
中
豪
雨
に
お
け

る
災
害
対
策
本
部「
国
頭
村
災
害
再

建
支
援
会
議
」対
応
の
総
括
は

　　
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
甚
大
な

被
害
と
な
り
、災
害
復
旧
・
再
建
支

援
へ
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
。特
に
生
活
再
建
支

援
に
つ
い
て
は
、村
独
自
の
見
舞
金

や
支
援
金
の
支
給
、避
難
生
活
者
の

支
援
、住
宅
の
応
急
修
理
な
ど
各
課

の
役
割
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
迅

速
・
効
果
的
に
対
応
で
き
た
と
総
括

を
し
て
い
る
。去
る
８
月
１
日
か
ら

の
北
大
東
村
へ
の
災
害
派
遣
に
お

い
て
も
、こ
の
再
建
支
援
の
取
組
が

活
き
た
経
験
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。

　
豪
雨
被
害
の
検
証
及
び
科
学
的

知
見
に
よ
る
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は

　
専
門
的
な
検
証
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。沖
縄
県
に
お
い
て
も
有

識
者
を
含
め
た
専
門
者
会
議
を
検

討
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、検
証

内
容
を
共
有
し
、地
域
の
防
災
対
策

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、北
部
豪
雨
の
被
害
検
証

を
含
め
、国
や
県
の
被
害
想
定
調
査

の
更
新
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

　
比
地
川
の
浚
渫
及
び
比
地
大
滝

等
に
お
け
る
復
旧
な
ど
、優
先
順
位

や
予
算
及
び
工
程
な
ど
の
現
状
は

　　
比
地
集
落
周
辺
の
浚
渫
は
ほ
ぼ

完
了
し
て
お
り
、残
り
の
長
根
橋
か

ら
上
流
側
の
比
地
砂
防
施
設
ま
で

の
区
間
と
集
落
か
ら
下
流
側
、奥
間

川
合
流
地
点
ま
で
は
今
年
度
実
施

予
定
。比
地
キ
ャ
ン
プ
場
等
施
設
に

つ
い
て
は
現
在
、復
旧
へ
向
け
た
設

計
業
務
を
進
め
て
い
る
。復
興
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
令
和
９

年
度
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

　
津
波
・
地
震
対
策
の
現
状
課
題
及

び
津
波
避
難
計
画
の
住
民
及
び
観

光
客
等
へ
の
周
知
方
法
は

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
防
災
・
安

全
情
報
ペ
ー
ジ
」で
閲
覧
で
き
る
環

境
を
構
築
し
て
い
る
が
、平
成
29
年

３
月
か
ら
計
画
の
修
正
が
行
わ
れ

て
い
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。避

難
所
な
ど
の
各
種
情
報
や
被
害
想

定
区
域
の
更
新
な
ど
、状
況
の
変
化

に
応
じ
た
計
画
の
改
正
を
進
め
て

い
く
。

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
と
非
常
時

の
多
重
化
・
多
様
化
推
進
及
び
現
状

課
題
は

　　
現
在
の
防
災
無
線
放
送
、エ
リ
ア

メ
ー
ル
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
ロ
ッ
プ
、Ｑ
Ａ

Ｂ
デ
ー
タ
放
送
に
加
え
、新
た
に
登

録
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
配
信

機
能
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
課
題
と
し
て
い

た
台
風
な
ど
の
災
害
時
や
非
常
時

に
迅
速
な
情
報
伝
達
が
可
能
と
な

る
。

　
指
定
避
難
所
の
運
営（
要
配
慮
者

対
応
・
物
資
・
ト
イ
レ
等
）の
点
検
状

況
及
び
更
新
な
ど
は

　　
避
難
所
の
運
営
は
、施
設
管
理
者

の
区
長
や
指
定
管
理
者
な
ど
で
受

入
れ
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、備
蓄

品
や
飲
料
水
、食
料
の
期
限
や
在
庫

な
ど
を
管
理
し
て
い
る
。備
蓄
品
の

更
新
は
、在
庫
状
況
に
応
じ
て
村
で

補
充
す
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
広
域

連
携
及
び
自
主
防
災
計
画
や
人
材

育
成
の
具
体
化
に
向
け
た
推
進
計

画
は

　　
本
村
で
は
沖
縄
県
、県
内
市
町
村

等
、沖
縄
県
産
業
資
源
循
環
協
会
に

よ
る「
災
害
発
生
時
の
廃
棄
物
処
理

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い

る
。ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
と「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
等
に
関
す
る
協
定
」を
締

結
。自
主
防
災
計
画
は
、７
集
落
で

自
主
防
災
組
織
が
結
成
し
て
い
る
。

併
せ
て
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、例

年
実
施
し
て
い
る
広
域
津
波
避
難

訓
練
へ
の
積
極
的
な
集
落
参
加
を

推
進
し
て
い
く
。

議
員
意
見

答

村
長

答

村
長

答 

金
城
　由
美
子
　福
祉
課
長

答

知
花  

靖 

村
長

問

問

答 

村
長

問

漂
着
ゴ
ミ
問
題
、

そ
の
後
に
つ
い
て

防
災
の
取
り
組
み
、

進
捗
を
伺
う

「
地
域
の
善
意
頼
み
」で
は
な
い

公
的
支
援
に
よ
る
生
活
困
難
者

支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

島袋  晴美島袋  晴美
議　員 議　員

  渡口  直樹

問 答 

村
長

答 

村
長

問問

問 国
頭
村
防
災
計
画
の
再
確
認

及
び
見
直
し
は

問問

答

知
花  

靖 

村
長

答

村
長

問問 答 

村
長

答 

村
長

答 
村
長

議
員
意
見



一般質問9月の
定例議会Question and Answers一般質問9月の

定例議会Question and Answers

国頭村議会だより No.13907 国頭村議会だより No.139 06

　　
令
和
５
年
６
月
一
般
質
問
で「
海

浜
等
ゴ
ミ
収
集
後
の
対
応
に
つ
い

て
」と
い
う
質
問
を
し
た
。村
長
答

弁
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

表
示
し
て
案
内
、村
民
に
も
周
知
を

図
っ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
改
善

が
な
さ
れ
た
か

　　
村
で
は
、ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
実
施

者
へ
ご
み
袋
の
提
供
や
分
別
案
内

を
行
い
、回
収
ご
み
は
原
則
と
し
て

各
自
で
処
分
場
へ
運
搬
し
て
い
る
。

運
搬
が
困
難
な
場
合
は
職
員
が
対

応
し
て
い
る
。令
和
５
年
９
月
に
海

岸
へ
分
別
案
内
看
板
を
試
験
設
置

し
た
が
、ご
み
集
積
場
化
や
不
法
投

棄
が
相
次
い
だ
た
め
撤
去
し
た
。そ

の
た
め
、ご
み
箱
設
置
に
つ
い
て
も

不
適
切
利
用
が
懸
念
さ
れ
、現
時
点

で
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　　
村
民
や
観
光
客
、企
業
、そ
し
て

子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
、み
ん
な
で

つ
く
る
き
れ
い
な
村
と
い
う
視
点

が
大
切
だ
と
思
う
。単
な
る
清
掃
活

動
に
と
ど
ま
ら
ず
、村
の
魅
力
を
高

め
る
戦
略
的
な
取
組
と
し
て
展
開

を
期
待
し
た
い

　　
世
界
自
然
遺
産
地
域
に
あ
る
本

村
の
海
岸
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、

地
域
の
子
ど
も
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
連
携
し
、継
続
的
な
清
掃
活

動
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
小
学
生
に

よ
る
看
板
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ス
コ
ミ

Ｐ
Ｒ
の
活
用
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
出
す
事
業
者
の
協
力
も
検
討
し
、

継
続
的
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　　　
去
る
７
月
30
日
、カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
地
震
で
津
波
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
。昨
年
の
津
波
避
難
で
学
ん

だ
こ
と
が
今
回
ど
の
よ
う
に
活
か

さ
れ
た
か
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か

　　
７
月 

30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
付
近
の
地
震
で
津
波
注
意
報
が

発
令
さ
れ
、災
害
対
策
準
備
体
制
に

移
行
し
、防
災
無
線
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

ロ
ッ
プ
で
避
難
情
報
を
発
信
、学
校

か
ら
の
児
童
生
徒
受
入
れ
を
実
施

し
た
。被
害
は
な
く
翌
日
に
解
除
さ

れ
た
。現
在
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
防

災
無
線
な
ど
が
稼
働
し
て
お
り
、森

林
公
園
の
通
信
環
境
も
改
善
。防
災

無
線
の
更
新
に
よ
り
今
後
は
登
録

メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
も
可
能

と
な
る
予
定
で
、防
災
体
制
の
強
化

を
進
め
て
い
る
。

　　
情
報
伝
達
の
方
法
、電
源
の
確
保

と
空
調
、そ
し
て
住
民
に
向
け
て
の

防
災
備
蓄
啓
発
、防
災
カ
メ
ラ
も
含

め
て
早
急
な
対
応
を
期
待
す
る
。

　
　

　
生
活
困
難
者
支
援
は
区
長
や
民

生
委
員
等
の
個
人
善
意
に
頼
ら
ず
、

福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理

想
的
だ
と
思
わ
れ
る
が
現
況
を
伺

う　　
本
村
で
は
、日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
生
活
援
助

員
を
派
遣
す
る
軽
度
生
活
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。介
護
保
険
制

度
に
よ
り
訪
問
介
護
体
制
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、非
該
当
者
は
利
用

で
き
な
い
た
め
、社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
介
護
保
険
外
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。今
後
は
高
齢
化
に
対

応
し
た
在
宅
支
援
体
制
の
充
実
を

検
討
し
、福
祉
課
と
社
協
の
連
携
強

化
、区
長
や
民
生
委
員
へ
の
周
知
徹

底
を
進
め
て
い
く
。

　
生
活
困
難
者
支
援
は
必
要
性
が

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、重
要
な
の
は

「
支
援
が
実
際
に
届
い
て
い
る
実

感
」で
あ
る
。人
材
不
足
な
ど
を
理

由
に
対
応
が
遅
れ
る
と
、住
民
か
ら

見
放
さ
れ
た
と
感
じ
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。他
自
治
体
の
成
功
例
を
参

考
に
、村
の
実
情
に
合
っ
た
持
続
的

な
支
援
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ

る
と
し
て
、日
常
的
支
援
が
必
要
な

村
民
の
人
数
の
把
握
は
で
き
て
い

る
の
か

　　
高
齢
者
な
ど
生
活
に
支
障
が
あ

る
場
合
は
、区
長
や
民
生
委
員
、家

族
な
ど
を
通
じ
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
が
あ
り
、必
要
に
応
じ

て
介
護
認
定
や
軽
度
生
活
支
援
事

業
に
つ
な
げ
て
い
る
。た
だ
し
、支

援
が
届
い
て
い
な
い
人
も
お
り
、周

知
が
不
十
分
な
こ
と
は
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。今
後
は
、必
要

な
人
に
確
実
に
支
援
が
届
く
よ
う
、

周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
過
去
の
災
害
か
ら
台
風
被
害
、地

震
の
影
響
、土
砂
災
害
の
危
険
性
が

あ
り
、住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
防
災
体
制
の
強
化
が
急
務

で
あ
る
。特
に
昨
年
11
月
、沖
縄
本
島

北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、比
地

川
の
氾
濫
を
引
き
起
こ
し
住
宅
・
農

地
・
道
路
等
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。こ
の
被
害
は
、村
民
の
生

活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
み
な
ら
ず
、災
害
時
の
情

報
伝
達
や
避
難
体
制
、河
川
管
理
の

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。こ
の
経

験
は「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
教
訓
」

を
起
点
に
、防
災
の
強
化
と
計
画
見

直
し
に
反
映
し
て
い
く
事
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
に
向
け
た

方
向
性
や
体
制
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

　
昨
年
11
月
の
集
中
豪
雨
に
お
け

る
災
害
対
策
本
部「
国
頭
村
災
害
再

建
支
援
会
議
」対
応
の
総
括
は

　　
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
甚
大
な

被
害
と
な
り
、災
害
復
旧
・
再
建
支

援
へ
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
。特
に
生
活
再
建
支

援
に
つ
い
て
は
、村
独
自
の
見
舞
金

や
支
援
金
の
支
給
、避
難
生
活
者
の

支
援
、住
宅
の
応
急
修
理
な
ど
各
課

の
役
割
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
迅

速
・
効
果
的
に
対
応
で
き
た
と
総
括

を
し
て
い
る
。去
る
８
月
１
日
か
ら

の
北
大
東
村
へ
の
災
害
派
遣
に
お

い
て
も
、こ
の
再
建
支
援
の
取
組
が

活
き
た
経
験
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。

　
豪
雨
被
害
の
検
証
及
び
科
学
的

知
見
に
よ
る
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は

　
専
門
的
な
検
証
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。沖
縄
県
に
お
い
て
も
有

識
者
を
含
め
た
専
門
者
会
議
を
検

討
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、検
証

内
容
を
共
有
し
、地
域
の
防
災
対
策

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、北
部
豪
雨
の
被
害
検
証

を
含
め
、国
や
県
の
被
害
想
定
調
査

の
更
新
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

　
比
地
川
の
浚
渫
及
び
比
地
大
滝

等
に
お
け
る
復
旧
な
ど
、優
先
順
位

や
予
算
及
び
工
程
な
ど
の
現
状
は

　　
比
地
集
落
周
辺
の
浚
渫
は
ほ
ぼ

完
了
し
て
お
り
、残
り
の
長
根
橋
か

ら
上
流
側
の
比
地
砂
防
施
設
ま
で

の
区
間
と
集
落
か
ら
下
流
側
、奥
間

川
合
流
地
点
ま
で
は
今
年
度
実
施

予
定
。比
地
キ
ャ
ン
プ
場
等
施
設
に

つ
い
て
は
現
在
、復
旧
へ
向
け
た
設

計
業
務
を
進
め
て
い
る
。復
興
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
令
和
９

年
度
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

　
津
波
・
地
震
対
策
の
現
状
課
題
及

び
津
波
避
難
計
画
の
住
民
及
び
観

光
客
等
へ
の
周
知
方
法
は

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
防
災
・
安

全
情
報
ペ
ー
ジ
」で
閲
覧
で
き
る
環

境
を
構
築
し
て
い
る
が
、平
成
29
年

３
月
か
ら
計
画
の
修
正
が
行
わ
れ

て
い
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。避

難
所
な
ど
の
各
種
情
報
や
被
害
想

定
区
域
の
更
新
な
ど
、状
況
の
変
化

に
応
じ
た
計
画
の
改
正
を
進
め
て

い
く
。

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
と
非
常
時

の
多
重
化
・
多
様
化
推
進
及
び
現
状

課
題
は

　　
現
在
の
防
災
無
線
放
送
、エ
リ
ア

メ
ー
ル
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
ロ
ッ
プ
、Ｑ
Ａ

Ｂ
デ
ー
タ
放
送
に
加
え
、新
た
に
登

録
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
配
信

機
能
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
課
題
と
し
て
い

た
台
風
な
ど
の
災
害
時
や
非
常
時

に
迅
速
な
情
報
伝
達
が
可
能
と
な

る
。

　
指
定
避
難
所
の
運
営（
要
配
慮
者

対
応
・
物
資
・
ト
イ
レ
等
）の
点
検
状

況
及
び
更
新
な
ど
は

　　
避
難
所
の
運
営
は
、施
設
管
理
者

の
区
長
や
指
定
管
理
者
な
ど
で
受

入
れ
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、備
蓄

品
や
飲
料
水
、食
料
の
期
限
や
在
庫

な
ど
を
管
理
し
て
い
る
。備
蓄
品
の

更
新
は
、在
庫
状
況
に
応
じ
て
村
で

補
充
す
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
広
域

連
携
及
び
自
主
防
災
計
画
や
人
材

育
成
の
具
体
化
に
向
け
た
推
進
計

画
は

　　
本
村
で
は
沖
縄
県
、県
内
市
町
村

等
、沖
縄
県
産
業
資
源
循
環
協
会
に

よ
る「
災
害
発
生
時
の
廃
棄
物
処
理

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い

る
。ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
と「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
等
に
関
す
る
協
定
」を
締

結
。自
主
防
災
計
画
は
、７
集
落
で

自
主
防
災
組
織
が
結
成
し
て
い
る
。

併
せ
て
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、例

年
実
施
し
て
い
る
広
域
津
波
避
難

訓
練
へ
の
積
極
的
な
集
落
参
加
を

推
進
し
て
い
く
。

議
員
意
見

答

村
長

答

村
長

答 

金
城
　由
美
子
　福
祉
課
長

答

知
花  

靖 

村
長

問

問

答 
村
長

問

漂
着
ゴ
ミ
問
題
、

そ
の
後
に
つ
い
て

防
災
の
取
り
組
み
、

進
捗
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伺
う

「
地
域
の
善
意
頼
み
」で
は
な
い

公
的
支
援
に
よ
る
生
活
困
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支
援
体
制
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い
て
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村
防
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計
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確
認

及
び
見
直
し
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問問

答

知
花  

靖 

村
長

答

村
長

問問 答 

村
長

答 

村
長

答 

村
長

議
員
意
見
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農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第

18
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
、奥
間
・
比
地
土
地
改
良

区
の
地
域
計
画
課
題
項
目
で
、圃
場

の
給
排
水
が
経
年
劣
化
に
よ
り
万

全
で
な
い
た
め
、関
係
機
関
と
連
携

し
た
土
地
改
良
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
奥
間
土

地
改
良
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
の
か
伺
う

　　
地
域
計
画
策
定
時
の
意
見
交
換

会
で
は
、「
所
有
者
不
明
や
相
続
の

問
題
が
要
因
で
、利
用
で
き
る
農
地

に
制
限
が
あ
り
集
積
集
約
化
が
難

し
い
」、「
土
地
改
良
区
内
の
給
排
水

施
設
が
老
朽
化
に
よ
り
万
全
で
は

な
い
」、「
土
地
改
良
区
が
住
宅
地
に

近
接
し
て
い
る
た
め
、猟
銃
の
使
用

が
制
限
さ
れ
、有
害
鳥
獣
の
駆
除
が

困
難
で
あ
る
」、「
圃
場
の
立
地
条
件

を
生
か
し
た
農
家
の
労
働
力
の
軽

減
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」の
以
上

４
点
が
主
な
課
題
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
。

　
奥
間
土
地
改
良
区
の
課
題
に
向

け
て
の
調
査
や
県
・
国
と
の
調
整
を

進
め
て
い
る
の
か
伺
う

　　
奥
間
土
地
改
良
区
内
の
比
地
地

区
及
び
辺
土
名
地
区
に
お
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の

期
間
で
農
道
、排
水
路
の
整
備
と
併

せ
て
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、担
い

手
へ
の
農
地
集
積
集
約
化
を
図
る
。

奥
間
地
区
の
大
排
水
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
水
は
け
の
問
題
や
大
雨
に

よ
る
住
宅
地
の
浸
水
が
排
水
施
設

と
の
因
果
関
係
や
、ど
の
よ
う
な
対

策
が
考
え
ら
れ
る
か
、基
礎
調
査
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
沖
縄
県
と
は
、そ
の
結
果
に
基
づ

き
事
業
内
容
や
予
算
額
な
ど
が
把

握
で
き
た
時
点
で
事
業
化
に
向
け

た
調
整
を
図
る
こ
と
と
確
認
を
し

て
い
る
。

　
前
回
の
議
会
で
、冠
水
時
の
農
家

の
生
産
基
盤
の
整
備
と
鏡
地
地
域

の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と

の
質
問
に
対
し
、今
後
調
査
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え

で
あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、い
つ

頃
か
ら
行
う
の
か
見
え
な
い
状
況

か　　
調
査
に
つ
い
て
は
、規
模
や
範
囲

を
検
討
し
て
お
り
、予
算
に
つ
い
て

は
次
年
度
執
行
で
き
る
よ
う
な
方

向
で
、課
内
で
は
調
整
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
年
度
、調
査
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
理
解
し
て
よ
い
か

　
　

　
そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
と
思

う
。

　
議
員
の
現
地
調
査
で
、桃
原
区
長

か
ら
桃
原
水
門
の
開
閉
の
大
変
さ

と
要
望
を
直
接
聞
く
中
で
、大
排
水

か
ら
冠
水
し
た
泥
水
が
桃
原
区
に

も
入
り
込
む
こ
と
を
聞
い
た
。副
村

長
も
同
行
し
て
い
た
の
で
、鏡
地
水

門
の
改
修
の
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
う
が
、ど
う
感

じ
と
っ
た
か
伺
う

　　
桃
原
区
長
が
水
門
の
開
閉
作
業

を
毎
日
や
っ
て
い
て
大
変
苦
労
し
、

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。次

年
度
に
改
善
に
向
け
て
予
算
づ
け

で
き
る
か
を
検
討
し
た
い
。鏡
地
の

水
門
と
の
関
わ
り
は
今
回
の
視
察

の
中
で
も
確
認
で
き
た
が
、そ
こ
を

同
時
に
進
め
る
に
は
か
な
り
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。ま
ず
は
ど
う

い
っ
た
形
で
調
査
で
き
る
か
確
認

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
資
材
経
費
の
高
等
に
よ
り
農
業

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。セ
グ

ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
防
除
対
策
に
対
す

る
農
家
支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

伺
う

　
村
長

　
村
内
で
新
た
に
誘
殺
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、そ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て

誘
殺
剤
を
散
布
し
、防
除
作
業
を
行

う
。同
時
に
行
政
放
送
等
を
通
し
て

防
除
の
取
組
を
促
し
、対
象
農
家
に

は
出
荷
等
に
関
す
る
対
応
を
支
援

す
る
。農
家
が
取
り
組
め
る
内
容
と

し
て
、適
時
農
薬
を
利
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、通
常
の
営
農
作

業
の
範
囲
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、使
用
す
る
薬
剤
に

つ
い
て
、農
業
振
興
補
助
金
の
対
象

品
目
に
含
ま
れ
、新
た
な
支
援
策
の

予
定
は
な
い
。

　　
豪
雨
災
害
の
減
災
、「
赤
土
の
流

出
と
流
失
」
等
地
域
課
題
の
解
決

策
を
現
場
調
査
し
、
研
究
で
支
援

す
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
チ
ー
ム
が
あ
る
。
共
創

の
場
に
地
方
自
治
体
の
参
加
が
必

須
の
よ
う
で
あ
る
。
流
域
治
水
の

研
究
者
と
の
連
携
共
創
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う

　　　
昨
今
で
は
世
界
的
な
気
候
変
動

等
に
よ
る
従
来
の
対
策
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
災
害
等
が
多
発
す
る

よ
う
に
な
り
、
地
球
規
模
で
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
専
門
的
知
識
を

有
す
る
大
学
の
研
究
者
等
と
地
域

を
熟
知
す
る
自
治
体
及
び
関
係
機

関
が
「
産
・
官
・
学
」
の
協
働
で

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

を
連
携
し
合
う
こ
と
は
重
要
と
認

識
す
る
。

　
国
頭
漁
協
養
殖
部
会
は
「
や
ん

ば
る
藻
場
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
が
、
藻
場
再
生
に

対
す
る
課
題
の
共
有
、
必
要
性
に

対
す
る
認
識
を
伺
う

　　
国
頭
村
の
漁
場
は
、
近
年
様
々

な
要
因
で
減
少
し
て
き
て
い
る
。

本
村
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
村
内

３
か
所
の
地
域
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
支
援
し
、
今
年
度
か
ら

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
事
業
補
助

金
を
活
用
、
新
た
に
１
か
所
の
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
豊
か
な
藻

場
は
水
産
振
興
へ
大
き
く
寄
与
す

る
。
今
後
も
国
頭
漁
協
養
殖
部
会

の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

　
国
頭
村
赤
土
等
流
出
防
止
対
策

地
域
協
議
会
営
農
対
策
事
業
の
取

組
は
、
す
ば
ら
し
い
活
動
を
し
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
研
究
者

と
の
協
働
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な

展
望
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
る

か　
　

　
赤
土
対
策
協
議
会
の
構
成
員
に

は
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

い
る
。
そ
の
中
で
赤
土
流
出
等
が

な
い
美
し
い
海
の
再
生
と
併
せ
て

経
済
活
動
と
の
調
和
の
取
れ
た
持

続
可
能
な
共
創
社
会
を
目
指
す
べ

き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　　
本
年
度
か
ら
赤
土
流
出
対
策
と

し
て
Ｅ
F
ポ
リ
マ
ー
を
活
用
し
て
、

ど
れ
ぐ
ら
い
圃
場
の
流
出
抑
制
が

見
込
ま
れ
る
か
の
実
証
実
験
を
ス

タ
ー
ト
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
で
来
て
国
頭
村
が

好
き
で
残
り
た
い
が
住
む
家
が
無

い
。
良
い
人
材
を
取
り
こ
ぼ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
等
の
声
が
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
民
間
で
投
資
す
る

事
業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
る
件
に
つ
い
て
役
場
は
調
査
、

検
討
を
し
て
い
る
か
伺
う

　　
主
要
施
策
と
し
て
「
定
住
促
進

空
家
活
用
事
業
」
及
び
「
国
頭
村

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
推
進
し

て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
形
式
に
よ
る
事

業
や
民
間
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
等
、
今
後
必
要
と
は
考
え
て
い

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
具
体
的

な
取
組
は
な
い
。

　
リ
ハ
ビ
リ
は
生
き
る
為
に
と
て

も
大
事
で
あ
る
。
名
護
市
の
施
設

リ
ハ
が
人
手
不
足
で
十
分
に
利
用

で
き
な
い
。
摂
食
リ
ハ
は
何
年
も

人
員
が
ゼ
ロ
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
保
護
者
も
各
所
で
訴
え

て
い
る
が
村
か
ら
も
沖
縄
県
に
人

員
確
保
を
要
請
し
て
頂
き
た
い
が
、

見
解
を
伺
う

　　
リ
ハ
ビ
リ
は
身
体
の
機
能
を
維

持
し
向
上
さ
せ
て
い
く
上
で
重
要

と
な
る
。
摂
食
リ
ハ
は
言
語
聴
覚

士
が
行
う
が
北
部
圏
域
で
専
門
職

が
少
な
い
こ
と
が
圏
域
の
課
題
で

あ
る
。
北
部
圏
域
や
村
の
自
立
支

援
協
議
会
で
議
論
を
し
、
上
位
機

関
に
対
す
る
効
果
的
な
働
き
か
け

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
対
象
と

な
る
方
々
の
意
見
交
換
で
実
情
を

よ
く
聞
き
、
支
援
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
。

　
災
害
避
難
先
で
医
療
ケ
ア
が
必

要
な
子
の
た
め
の
備
蓄
が
必
要
で

す
が
見
解
を
伺
う

　　
個
別
支
援
計
画
を
対
象
者
や
そ

の
家
族
、
支
援
者
と
作
成
し
、
具

体
的
に
必
要
な
物
品
や
食
料
等
を

確
認
し
な
が
ら
備
蓄
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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奥
間
土
地
改
良
区
は
今
後

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
防
除
に

対
す
る
支
援
は
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害・流
域
再
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、
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学
的
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見
の
必
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性

移
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む
家
不
足
問
題

答

村
長

答

宮
城
明
正
　副
村
長

問問

重
症
心
身
障
碍
児
の
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農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第

18
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
、奥
間
・
比
地
土
地
改
良

区
の
地
域
計
画
課
題
項
目
で
、圃
場

の
給
排
水
が
経
年
劣
化
に
よ
り
万

全
で
な
い
た
め
、関
係
機
関
と
連
携

し
た
土
地
改
良
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
奥
間
土

地
改
良
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
の
か
伺
う

　　
地
域
計
画
策
定
時
の
意
見
交
換

会
で
は
、「
所
有
者
不
明
や
相
続
の

問
題
が
要
因
で
、利
用
で
き
る
農
地

に
制
限
が
あ
り
集
積
集
約
化
が
難

し
い
」、「
土
地
改
良
区
内
の
給
排
水

施
設
が
老
朽
化
に
よ
り
万
全
で
は

な
い
」、「
土
地
改
良
区
が
住
宅
地
に

近
接
し
て
い
る
た
め
、猟
銃
の
使
用

が
制
限
さ
れ
、有
害
鳥
獣
の
駆
除
が

困
難
で
あ
る
」、「
圃
場
の
立
地
条
件

を
生
か
し
た
農
家
の
労
働
力
の
軽

減
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」の
以
上

４
点
が
主
な
課
題
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
。

　
奥
間
土
地
改
良
区
の
課
題
に
向

け
て
の
調
査
や
県
・
国
と
の
調
整
を

進
め
て
い
る
の
か
伺
う

　　
奥
間
土
地
改
良
区
内
の
比
地
地

区
及
び
辺
土
名
地
区
に
お
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の

期
間
で
農
道
、排
水
路
の
整
備
と
併

せ
て
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、担
い

手
へ
の
農
地
集
積
集
約
化
を
図
る
。

奥
間
地
区
の
大
排
水
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
水
は
け
の
問
題
や
大
雨
に

よ
る
住
宅
地
の
浸
水
が
排
水
施
設

と
の
因
果
関
係
や
、ど
の
よ
う
な
対

策
が
考
え
ら
れ
る
か
、基
礎
調
査
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
沖
縄
県
と
は
、そ
の
結
果
に
基
づ

き
事
業
内
容
や
予
算
額
な
ど
が
把

握
で
き
た
時
点
で
事
業
化
に
向
け

た
調
整
を
図
る
こ
と
と
確
認
を
し

て
い
る
。

　
前
回
の
議
会
で
、冠
水
時
の
農
家

の
生
産
基
盤
の
整
備
と
鏡
地
地
域

の
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と

の
質
問
に
対
し
、今
後
調
査
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え

で
あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、い
つ

頃
か
ら
行
う
の
か
見
え
な
い
状
況

か　　
調
査
に
つ
い
て
は
、規
模
や
範
囲

を
検
討
し
て
お
り
、予
算
に
つ
い
て

は
次
年
度
執
行
で
き
る
よ
う
な
方

向
で
、課
内
で
は
調
整
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
年
度
、調
査
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
理
解
し
て
よ
い
か

　
　

　
そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
と
思

う
。

　
議
員
の
現
地
調
査
で
、桃
原
区
長

か
ら
桃
原
水
門
の
開
閉
の
大
変
さ

と
要
望
を
直
接
聞
く
中
で
、大
排
水

か
ら
冠
水
し
た
泥
水
が
桃
原
区
に

も
入
り
込
む
こ
と
を
聞
い
た
。副
村

長
も
同
行
し
て
い
た
の
で
、鏡
地
水

門
の
改
修
の
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
う
が
、ど
う
感

じ
と
っ
た
か
伺
う

　　
桃
原
区
長
が
水
門
の
開
閉
作
業

を
毎
日
や
っ
て
い
て
大
変
苦
労
し
、

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。次

年
度
に
改
善
に
向
け
て
予
算
づ
け

で
き
る
か
を
検
討
し
た
い
。鏡
地
の

水
門
と
の
関
わ
り
は
今
回
の
視
察

の
中
で
も
確
認
で
き
た
が
、そ
こ
を

同
時
に
進
め
る
に
は
か
な
り
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。ま
ず
は
ど
う

い
っ
た
形
で
調
査
で
き
る
か
確
認

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
資
材
経
費
の
高
等
に
よ
り
農
業

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。セ
グ

ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
防
除
対
策
に
対
す

る
農
家
支
援
は
考
え
て
い
る
の
か

伺
う

　
村
長

　
村
内
で
新
た
に
誘
殺
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、そ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て

誘
殺
剤
を
散
布
し
、防
除
作
業
を
行

う
。同
時
に
行
政
放
送
等
を
通
し
て

防
除
の
取
組
を
促
し
、対
象
農
家
に

は
出
荷
等
に
関
す
る
対
応
を
支
援

す
る
。農
家
が
取
り
組
め
る
内
容
と

し
て
、適
時
農
薬
を
利
用
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、通
常
の
営
農
作

業
の
範
囲
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、使
用
す
る
薬
剤
に

つ
い
て
、農
業
振
興
補
助
金
の
対
象

品
目
に
含
ま
れ
、新
た
な
支
援
策
の

予
定
は
な
い
。

　　
豪
雨
災
害
の
減
災
、「
赤
土
の
流

出
と
流
失
」
等
地
域
課
題
の
解
決

策
を
現
場
調
査
し
、
研
究
で
支
援

す
る
「
共
創
の
場
形
成
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
チ
ー
ム
が
あ
る
。
共
創

の
場
に
地
方
自
治
体
の
参
加
が
必

須
の
よ
う
で
あ
る
。
流
域
治
水
の

研
究
者
と
の
連
携
共
創
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う

　　　
昨
今
で
は
世
界
的
な
気
候
変
動

等
に
よ
る
従
来
の
対
策
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
災
害
等
が
多
発
す
る

よ
う
に
な
り
、
地
球
規
模
で
の
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
専
門
的
知
識
を

有
す
る
大
学
の
研
究
者
等
と
地
域

を
熟
知
す
る
自
治
体
及
び
関
係
機

関
が
「
産
・
官
・
学
」
の
協
働
で

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

を
連
携
し
合
う
こ
と
は
重
要
と
認

識
す
る
。

　
国
頭
漁
協
養
殖
部
会
は
「
や
ん

ば
る
藻
場
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
が
、
藻
場
再
生
に

対
す
る
課
題
の
共
有
、
必
要
性
に

対
す
る
認
識
を
伺
う

　　
国
頭
村
の
漁
場
は
、
近
年
様
々

な
要
因
で
減
少
し
て
き
て
い
る
。

本
村
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
村
内

３
か
所
の
地
域
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
支
援
し
、
今
年
度
か
ら

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
事
業
補
助

金
を
活
用
、
新
た
に
１
か
所
の
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
豊
か
な
藻

場
は
水
産
振
興
へ
大
き
く
寄
与
す

る
。
今
後
も
国
頭
漁
協
養
殖
部
会

の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

　
国
頭
村
赤
土
等
流
出
防
止
対
策

地
域
協
議
会
営
農
対
策
事
業
の
取

組
は
、
す
ば
ら
し
い
活
動
を
し
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
研
究
者

と
の
協
働
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な

展
望
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
る

か　
　

　
赤
土
対
策
協
議
会
の
構
成
員
に

は
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

い
る
。
そ
の
中
で
赤
土
流
出
等
が

な
い
美
し
い
海
の
再
生
と
併
せ
て

経
済
活
動
と
の
調
和
の
取
れ
た
持

続
可
能
な
共
創
社
会
を
目
指
す
べ

き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　　
本
年
度
か
ら
赤
土
流
出
対
策
と

し
て
Ｅ
F
ポ
リ
マ
ー
を
活
用
し
て
、

ど
れ
ぐ
ら
い
圃
場
の
流
出
抑
制
が

見
込
ま
れ
る
か
の
実
証
実
験
を
ス

タ
ー
ト
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
で
来
て
国
頭
村
が

好
き
で
残
り
た
い
が
住
む
家
が
無

い
。
良
い
人
材
を
取
り
こ
ぼ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
等
の
声
が
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
民
間
で
投
資
す
る

事
業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
る
件
に
つ
い
て
役
場
は
調
査
、

検
討
を
し
て
い
る
か
伺
う

　　
主
要
施
策
と
し
て
「
定
住
促
進

空
家
活
用
事
業
」
及
び
「
国
頭
村

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
推
進
し

て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
形
式
に
よ
る
事

業
や
民
間
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
等
、
今
後
必
要
と
は
考
え
て
い

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
具
体
的

な
取
組
は
な
い
。

　
リ
ハ
ビ
リ
は
生
き
る
為
に
と
て

も
大
事
で
あ
る
。
名
護
市
の
施
設

リ
ハ
が
人
手
不
足
で
十
分
に
利
用

で
き
な
い
。
摂
食
リ
ハ
は
何
年
も

人
員
が
ゼ
ロ
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
保
護
者
も
各
所
で
訴
え

て
い
る
が
村
か
ら
も
沖
縄
県
に
人

員
確
保
を
要
請
し
て
頂
き
た
い
が
、

見
解
を
伺
う

　　
リ
ハ
ビ
リ
は
身
体
の
機
能
を
維

持
し
向
上
さ
せ
て
い
く
上
で
重
要

と
な
る
。
摂
食
リ
ハ
は
言
語
聴
覚

士
が
行
う
が
北
部
圏
域
で
専
門
職

が
少
な
い
こ
と
が
圏
域
の
課
題
で

あ
る
。
北
部
圏
域
や
村
の
自
立
支

援
協
議
会
で
議
論
を
し
、
上
位
機

関
に
対
す
る
効
果
的
な
働
き
か
け

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
対
象
と

な
る
方
々
の
意
見
交
換
で
実
情
を

よ
く
聞
き
、
支
援
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
。

　
災
害
避
難
先
で
医
療
ケ
ア
が
必

要
な
子
の
た
め
の
備
蓄
が
必
要
で

す
が
見
解
を
伺
う

　　
個
別
支
援
計
画
を
対
象
者
や
そ

の
家
族
、
支
援
者
と
作
成
し
、
具

体
的
に
必
要
な
物
品
や
食
料
等
を

確
認
し
な
が
ら
備
蓄
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答

村
長

答 

田
場
盛
久
　農
林
水
産
課
長

問問

答

知
花  

靖 

村
長

問

問問 答

問答

 

田
場
盛
久
　農
林
水
産
課
長

答 

宮
城
明
正
　副
村
長

奥
間
土
地
改
良
区
は
今
後

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か

セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
防
除
に

対
す
る
支
援
は

大田  孝佳大田  孝佳
議　員

山川  安雄山川  安雄
議　員

問

問問

問 答

平
良
政
幸
　環
境
保
全
課
長

答

村
長

答

村
長

答

村
長

答

知
花  

靖 

村
長

自
然
災
害・流
域
再
生
、

科
学
的
知
見
の
必
要
性

移
住
し
た
い
、住
む
家
不
足
問
題

答

村
長

答

宮
城
明
正
　副
村
長

問問

重
症
心
身
障
碍
児
の
支
援
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沖
縄
県
の
ハ
ブ
咬
傷
被
害
は

ピ
ー
ク
時
に
、年
間
５
０
０
名
を
超

え
て
い
た
。近
年
で
は
５
０
名
前
後

と
被
害
は
減
少
し
て
い
る
が
、村
の

ハ
ブ
捕
獲
数
は
年
間
約
２
５
匹
前

後
だ
と
聞
い
て
い
る
。そ
の
よ
う
な

中
で
８
月
７
日
に
奥
間
小
付
近
で

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
目
撃
情
報
に
よ

る
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
。　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
名
護
市
、本
部

町
、今
帰
仁
村
、恩
納
村
、読
谷
村
で

多
く
目
撃
さ
れ
て
い
た
が
、こ
れ
ま

で
や
ん
ば
る
３
村
で
の
目
撃
情
報

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。今
回
の
件

で
、本
村
に
も
生
息
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、警
戒
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。特
に
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
毒

性
も
強
く
気
性
も
荒
い
こ
と
を
踏

ま
え
、住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
、捕
獲
対
策
等
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
ハ
ブ
目
撃
情
報
と
捕
獲

状
況
、今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う

　　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
に
つ
い
て
は
、報

道
後
複
数
件
の
目
撃
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。在
来
ハ
ブ
の
捕
獲
状

況
に
つ
い
て
は
、今
年
度
ハ
ブ
罠
の

設
置
依
頼
が
16
件
あ
り
、捕
獲
数
は

２
個
体
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
ハ

ブ
対
策
に
つ
い
て
は
、沖
縄
県
や
環

境
省
と
引
き
続
き
連
携
し
、タ
イ
ワ

ン
ハ
ブ
の
分
布
状
況
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、在
来
ハ
ブ
を
含
め
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
迅
速

に
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、住
民
に

対
し
て
も
注
意
喚
起
や
安
全
確
保

の
た
め
の
情
報
提
供
、罠
の
設
置
な

ど
を
継
続
し
、安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
の
維
持
に
努
め
る
。

　
　

　
粟
国
村
で
２
０
１
７
年
に
３
匹

の
ハ
ブ
を
捕
獲
し
、そ
れ
か
ら
２
０

２
２
年
ま
で
に
１
９
０
匹
以
上
捕

獲
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。そ
れ

を
受
け
、粟
国
村
は
ハ
ブ
条
例
と
い

う
の
を
作
り
、現
在
対
策
を
取
っ
て

い
る
。例
え
ば
石
垣
を
造
っ
た
り
、

家
の
石
積
み
で
も
き
れ
い
に
隙
間

な
く
つ
く
る
事
に
対
し
て
は
補
助

し
て
い
く
と
。ま
た
、ハ
ブ
に
か
ま

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
費
用
弁
償

と
し
て
２
万
円
の
負
担
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。そ
れ
か
ら
今
あ

る
石
垣
の
穴
埋
め
や
、資
材
を
現
物

支
給
す
る
と
い
う
こ
と
の
対
策
を

取
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。そ
う

い
う
事
例
が
あ
る
中
で
、国
頭
村
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

　　
現
在
、国
頭
村
に
お
い
て
は
、地

域
住
民
の
方
か
ら
集
落
周
辺
で
ハ

ブ
を
見
か
け
た
場
合
、そ
の
捕
獲
の

依
頼
を
受
け
る
。そ
の
際
、役
場
職

員
が
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
、防
除

の
取
組
を
し
て
い
る
。

 

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
実
際
に
２
０

２
２
年
の
１
ケ
年
の
捕
獲
数
が
３
，

３
１
７
匹
、捕
獲
を
開
始
し
て
９
年

間
で
約
４
倍
に
達
し
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。そ
れ
か
ら

す
る
と
私
た
ち
国
頭
村
で
１
、２
匹

目
撃
さ
れ
た
と
し
て
、５
〜
６
年
後

に
は
恐
ら
く
大
変
な
数
に
増
え
て

い
る
と
予
想
さ
れ
る
。観
光
客
も
今

後
多
く
な
る
こ
と
や
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
遊
び
の
中
で
危
害
が

及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
が
増
加
す
る
こ
と
で

大
変
な
こ
と
に
繋
が
る
と
危
惧
し

て
い
る
が
、何
か
思
い
切
っ
た
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か

　
　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
目
撃
情
報
に

よ
り
、急
遽
奥
間
小
学
校
周
辺
に
罠

を
設
置
し
て
い
る
。現
状
と
し
て

は
、国
頭
村
で
マ
ウ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を 

10
基
、沖
縄
県
事
業
で
マ
ウ
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
他
、ド
リ
フ
ト
ネ
ッ
ト
の

新
た
な
取
組
の
他
、ド
リ
フ
ト
フ
ェ

ン
ス
と
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
を
約 

40
基

置
い
て
い
る
。そ
れ
で
も
ま
だ
捕
獲

に
至
っ
て
い
な
い
。そ
の
ほ
か
探
索

犬
に
よ
る
調
査
も
や
っ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
新
た
な
目
撃
情
報
は

な
い
。今
後
も
環
境
省
、沖
縄
県
と

連
携
を
し
な
が
ら
、役
割
分
担
を
明

確
に
し
て
取
組
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

　
常
日
頃
、捕
獲
し
て
い
た
だ
く
職

員
に
は
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
。今
後
も
捕
獲
に
向
け
て
の
方

法
、手
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。先
ほ
ど
の
探
索
犬
を

使
っ
て
捕
獲
と
い
う
の
も
い
い
案

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。村
民

が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う

な
施
策
を
打
ち
だ
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
今
回
目
撃
さ
れ
た
個
体
が
タ
イ

ワ
ン
ハ
ブ
と
断
定
さ
れ
た
場
合
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
想

定
し
て
い
る
の
か

　
　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
断
定
さ
れ
た

場
合
、
ま
ず
人
へ
の
被
害
、
生
態

系
な
ど
へ
の
影
響
を
強
く
懸
念
し

て
お
り
、
特
に
毒
性
が
強
く
攻
撃

性
の
高
い
こ
と
か
ら
、
人
身
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
最
優
先
に

対
応
し
て
い
く
。

　
村
の
自
然
環
境
や
固
有
種
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
見
解

を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か

　　
専
門
家
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
繁
殖
力
や
適
応
力

が
高
く
、
固
有
種
の
捕
食
や
生
態

系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
、
住
民
の
生
活
環
境
及

び
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
目
撃
情
報
を
受
け
て
、
村
と
環

境
省
は
ど
の
よ
う
な
連
携
対
策
で

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か

　　
国
頭
村
・
沖
縄
県
・
環
境
省
が

連
携
し
、
監
視
・
調
査
を
強
化
し

て
い
る
。
村
で
は
現
在
、
目
撃
箇

所
周
辺
に
10
基
の
罠
を
設
置
し
、

沖
縄
県
で
は
40
基
以
上
の
罠
設
置

に
加
え
、
週
１
回
程
度
の
探
索
犬

導
入
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
環

境
省
で
は
職
員
に
よ
る
夜
間
の
見

守
り
を
継
続
し
て
実
施
し
、
三
者

が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

　
わ
な
を
仕
掛
け
た
後
の
捕
獲
状

況
と
今
後
の
捕
獲
計
画
に
つ
い
て

伺
う

　　
こ
れ
ま
で
罠
に
よ
る
捕
獲
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
国
頭
村
・
沖

縄
県
・
環
境
省
が
協
力
し
な
が

ら
、
罠
の
増
設
や
設
置
場
所
の
見

直
し
を
含
め
、
今
後
も
継
続
的
に

捕
獲
体
制
を
強
化
す
る
。

　
万
が
一
、
村
内
で
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か

　　
万
が
一
、
村
内
で
繁
殖
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
村
単
独
で
の
対

応
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

ま
ず
は
沖
縄
県
、
環
境
省
と
連
携

し
た
対
策
を
行
う
な
ど
、
長
期
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
思
わ
れ
る
個
体
を

発
見
し
た
場
合
、
住
民
が
安
全
に

対
応
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順

や
連
絡
体
制
を
改
め
て
周
知
す
る

予
定
は
あ
る
の
か

　　
現
在
、
行
政
無
線
を
活
用
し
た

周
知
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
を
通
じ
て
保
護
者
へ
啓
発
を
促

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
の

強
化
も
進
め
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
な
る
啓
発
強
化
の
た
め
、
広
報

誌
へ
の
掲
載
な
ど
、
住
民
に
情
報

が
届
く
よ
う
周
知
を
し
て
い
く
。

住
民
が
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
思
わ
れ

る
個
体
を
発
見
し
た
場
合
は
、
捕

獲
を
試
み
ず
、
役
場
や
環
境
省
に

速
や
か
に
連
絡
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
。
今
後
も
改
め
て
周
知
を
徹

底
し
、
安
全
な
対
応
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
生
息
域
拡
大

防
止
に
向
け
て
、
国
や
沖
縄
県
と

ど
の
よ
う
な
連
携
、
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
の
か

　　
本
村
と
県
で
は
、
目
撃
情
報
以

前
か
ら
連
携
し
、
村
が
発
注
す
る

土
木
・
建
築
工
事
に
お
い
て
、
資

材
搬
入
時
に
探
索
犬
に
よ
る
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
業
者
に
は

勉
強
会
の
受
講
を
義
務
づ
け
、
啓

発
活
動
を
徹
底
し
て
い
る
。
今
後

も
県
や
環
境
省
と
協
力
し
、
侵
入

防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
外
来
生
物
対
策
に
必
要
な
予
算

や
人
材
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
ど

の
よ
う
な
支
援
を
求
め
て
い
る
の

か　　
現
在
は
特
定
外
来
生
物
で
あ
る

ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
の
防
除
業
務
を
環

境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、
実
施

し
て
い
る
。

現
時
点
で
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
捕
獲

に
係
る
予
算
等
に
つ
い
て
は
支
援

を
求
め
て
い
な
い
が
、
今
後
住
民

の
生
活
環
境
や
生
態
系
の
保
全
に

積
極
的
に
取
組
む
。

答

知
花  

靖 

村
長

問

答 

環
境
保
全
課
長

ハ
ブ
捕
獲
と
咬
傷
対
策
に
つ
い
て

宮城  誠宮城  誠
議　員

与儀  一人与儀  一人
議　員

問

問問問

問 答

村
長

答

村
長

答

村
長

答

村
長

答

知
花  

靖 

村
長

問答

村
長

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
目
撃
情
報
に
つ
い
て

答

村
長

答

村
長

問問

再
質
問

再
質
問

議
員
意
見

答

平
良
政
幸
　環
境
保
全
課
長
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沖
縄
県
の
ハ
ブ
咬
傷
被
害
は

ピ
ー
ク
時
に
、年
間
５
０
０
名
を
超

え
て
い
た
。近
年
で
は
５
０
名
前
後

と
被
害
は
減
少
し
て
い
る
が
、村
の

ハ
ブ
捕
獲
数
は
年
間
約
２
５
匹
前

後
だ
と
聞
い
て
い
る
。そ
の
よ
う
な

中
で
８
月
７
日
に
奥
間
小
付
近
で

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
目
撃
情
報
に
よ

る
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
。　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
名
護
市
、本
部

町
、今
帰
仁
村
、恩
納
村
、読
谷
村
で

多
く
目
撃
さ
れ
て
い
た
が
、こ
れ
ま

で
や
ん
ば
る
３
村
で
の
目
撃
情
報

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。今
回
の
件

で
、本
村
に
も
生
息
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、警
戒
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。特
に
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
毒

性
も
強
く
気
性
も
荒
い
こ
と
を
踏

ま
え
、住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
、捕
獲
対
策
等
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
ハ
ブ
目
撃
情
報
と
捕
獲

状
況
、今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う

　　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
に
つ
い
て
は
、報

道
後
複
数
件
の
目
撃
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。在
来
ハ
ブ
の
捕
獲
状

況
に
つ
い
て
は
、今
年
度
ハ
ブ
罠
の

設
置
依
頼
が
16
件
あ
り
、捕
獲
数
は

２
個
体
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
ハ

ブ
対
策
に
つ
い
て
は
、沖
縄
県
や
環

境
省
と
引
き
続
き
連
携
し
、タ
イ
ワ

ン
ハ
ブ
の
分
布
状
況
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、在
来
ハ
ブ
を
含
め
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
迅
速

に
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、住
民
に

対
し
て
も
注
意
喚
起
や
安
全
確
保

の
た
め
の
情
報
提
供
、罠
の
設
置
な

ど
を
継
続
し
、安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
の
維
持
に
努
め
る
。

　
　

　
粟
国
村
で
２
０
１
７
年
に
３
匹

の
ハ
ブ
を
捕
獲
し
、そ
れ
か
ら
２
０

２
２
年
ま
で
に
１
９
０
匹
以
上
捕

獲
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。そ
れ

を
受
け
、粟
国
村
は
ハ
ブ
条
例
と
い

う
の
を
作
り
、現
在
対
策
を
取
っ
て

い
る
。例
え
ば
石
垣
を
造
っ
た
り
、

家
の
石
積
み
で
も
き
れ
い
に
隙
間

な
く
つ
く
る
事
に
対
し
て
は
補
助

し
て
い
く
と
。ま
た
、ハ
ブ
に
か
ま

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
費
用
弁
償

と
し
て
２
万
円
の
負
担
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。そ
れ
か
ら
今
あ

る
石
垣
の
穴
埋
め
や
、資
材
を
現
物

支
給
す
る
と
い
う
こ
と
の
対
策
を

取
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。そ
う

い
う
事
例
が
あ
る
中
で
、国
頭
村
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

　　
現
在
、国
頭
村
に
お
い
て
は
、地

域
住
民
の
方
か
ら
集
落
周
辺
で
ハ

ブ
を
見
か
け
た
場
合
、そ
の
捕
獲
の

依
頼
を
受
け
る
。そ
の
際
、役
場
職

員
が
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
、防
除

の
取
組
を
し
て
い
る
。

 

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
実
際
に
２
０

２
２
年
の
１
ケ
年
の
捕
獲
数
が
３
，

３
１
７
匹
、捕
獲
を
開
始
し
て
９
年

間
で
約
４
倍
に
達
し
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。そ
れ
か
ら

す
る
と
私
た
ち
国
頭
村
で
１
、２
匹

目
撃
さ
れ
た
と
し
て
、５
〜
６
年
後

に
は
恐
ら
く
大
変
な
数
に
増
え
て

い
る
と
予
想
さ
れ
る
。観
光
客
も
今

後
多
く
な
る
こ
と
や
、子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
遊
び
の
中
で
危
害
が

及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
が
増
加
す
る
こ
と
で

大
変
な
こ
と
に
繋
が
る
と
危
惧
し

て
い
る
が
、何
か
思
い
切
っ
た
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か

　
　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
目
撃
情
報
に

よ
り
、急
遽
奥
間
小
学
校
周
辺
に
罠

を
設
置
し
て
い
る
。現
状
と
し
て

は
、国
頭
村
で
マ
ウ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を 

10
基
、沖
縄
県
事
業
で
マ
ウ
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
他
、ド
リ
フ
ト
ネ
ッ
ト
の

新
た
な
取
組
の
他
、ド
リ
フ
ト
フ
ェ

ン
ス
と
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
を
約 

40
基

置
い
て
い
る
。そ
れ
で
も
ま
だ
捕
獲

に
至
っ
て
い
な
い
。そ
の
ほ
か
探
索

犬
に
よ
る
調
査
も
や
っ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
新
た
な
目
撃
情
報
は

な
い
。今
後
も
環
境
省
、沖
縄
県
と

連
携
を
し
な
が
ら
、役
割
分
担
を
明

確
に
し
て
取
組
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

　
常
日
頃
、捕
獲
し
て
い
た
だ
く
職

員
に
は
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
。今
後
も
捕
獲
に
向
け
て
の
方

法
、手
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。先
ほ
ど
の
探
索
犬
を

使
っ
て
捕
獲
と
い
う
の
も
い
い
案

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。村
民

が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う

な
施
策
を
打
ち
だ
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
今
回
目
撃
さ
れ
た
個
体
が
タ
イ

ワ
ン
ハ
ブ
と
断
定
さ
れ
た
場
合
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
想

定
し
て
い
る
の
か

　
　

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
断
定
さ
れ
た

場
合
、
ま
ず
人
へ
の
被
害
、
生
態

系
な
ど
へ
の
影
響
を
強
く
懸
念
し

て
お
り
、
特
に
毒
性
が
強
く
攻
撃

性
の
高
い
こ
と
か
ら
、
人
身
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
最
優
先
に

対
応
し
て
い
く
。

　
村
の
自
然
環
境
や
固
有
種
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
見
解

を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か

　　
専
門
家
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
繁
殖
力
や
適
応
力

が
高
く
、
固
有
種
の
捕
食
や
生
態

系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
、
住
民
の
生
活
環
境
及

び
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
目
撃
情
報
を
受
け
て
、
村
と
環

境
省
は
ど
の
よ
う
な
連
携
対
策
で

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か

　　
国
頭
村
・
沖
縄
県
・
環
境
省
が

連
携
し
、
監
視
・
調
査
を
強
化
し

て
い
る
。
村
で
は
現
在
、
目
撃
箇

所
周
辺
に
10
基
の
罠
を
設
置
し
、

沖
縄
県
で
は
40
基
以
上
の
罠
設
置

に
加
え
、
週
１
回
程
度
の
探
索
犬

導
入
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
環

境
省
で
は
職
員
に
よ
る
夜
間
の
見

守
り
を
継
続
し
て
実
施
し
、
三
者

が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

　
わ
な
を
仕
掛
け
た
後
の
捕
獲
状

況
と
今
後
の
捕
獲
計
画
に
つ
い
て

伺
う

　　
こ
れ
ま
で
罠
に
よ
る
捕
獲
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
国
頭
村
・
沖

縄
県
・
環
境
省
が
協
力
し
な
が

ら
、
罠
の
増
設
や
設
置
場
所
の
見

直
し
を
含
め
、
今
後
も
継
続
的
に

捕
獲
体
制
を
強
化
す
る
。

　
万
が
一
、
村
内
で
タ
イ
ワ
ン
ハ

ブ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か

　　
万
が
一
、
村
内
で
繁
殖
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
村
単
独
で
の
対

応
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

ま
ず
は
沖
縄
県
、
環
境
省
と
連
携

し
た
対
策
を
行
う
な
ど
、
長
期
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
思
わ
れ
る
個
体
を

発
見
し
た
場
合
、
住
民
が
安
全
に

対
応
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順

や
連
絡
体
制
を
改
め
て
周
知
す
る

予
定
は
あ
る
の
か

　　
現
在
、
行
政
無
線
を
活
用
し
た

周
知
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
を
通
じ
て
保
護
者
へ
啓
発
を
促

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
の

強
化
も
進
め
て
い
る
。
今
後
は
さ

ら
な
る
啓
発
強
化
の
た
め
、
広
報

誌
へ
の
掲
載
な
ど
、
住
民
に
情
報

が
届
く
よ
う
周
知
を
し
て
い
く
。

住
民
が
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
思
わ
れ

る
個
体
を
発
見
し
た
場
合
は
、
捕

獲
を
試
み
ず
、
役
場
や
環
境
省
に

速
や
か
に
連
絡
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
。
今
後
も
改
め
て
周
知
を
徹

底
し
、
安
全
な
対
応
に
つ
な
げ
て

い
く
。

　
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
生
息
域
拡
大

防
止
に
向
け
て
、
国
や
沖
縄
県
と

ど
の
よ
う
な
連
携
、
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
の
か

　　
本
村
と
県
で
は
、
目
撃
情
報
以

前
か
ら
連
携
し
、
村
が
発
注
す
る

土
木
・
建
築
工
事
に
お
い
て
、
資

材
搬
入
時
に
探
索
犬
に
よ
る
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
業
者
に
は

勉
強
会
の
受
講
を
義
務
づ
け
、
啓

発
活
動
を
徹
底
し
て
い
る
。
今
後

も
県
や
環
境
省
と
協
力
し
、
侵
入

防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
外
来
生
物
対
策
に
必
要
な
予
算

や
人
材
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
ど

の
よ
う
な
支
援
を
求
め
て
い
る
の

か　　
現
在
は
特
定
外
来
生
物
で
あ
る

ツ
ル
ヒ
ヨ
ド
リ
の
防
除
業
務
を
環

境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、
実
施

し
て
い
る
。

現
時
点
で
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
捕
獲

に
係
る
予
算
等
に
つ
い
て
は
支
援

を
求
め
て
い
な
い
が
、
今
後
住
民

の
生
活
環
境
や
生
態
系
の
保
全
に

積
極
的
に
取
組
む
。
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水
源
基
金
創
設
の
取
り
組
み
は
、

北
部
三
村
と
連
携
し
進
展
し
て
い

る
か

　
　

　
北
部
６
市
町
村
の
首
長
連
名
に

よ
る
要
請
書
を
作
成
し
、提
出
す
る

予
定
で
あ
る
。

質
地
方
交
付
税
増
額
に
つ
な
が
る

村
道
台
帳
整
備
は
全
路
線
全
て
完

了
し
た
か

　
現
在
、村
道
台
帳
未
整
備
に
よ
り

普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
村
道
は
、５

路
線
あ
り
、台
帳
を
作
成
す
る
こ
と

で
普
通
交
付
税
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、長
期
的
に
見
れ
ば

財
政
運
営
が
有
利
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
。今
後
、台
帳
整
備
に
つ

い
て
は
全
体
予
算
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
国
頭
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
策
定
業
務
が
発
注
さ
れ

て
い
る
が
、先
進
地
事
例
等
も
参
考

に
し
て
、環
境
保
全
と
観
光
振
興
を

図
る
必
要
な
新
た
な
村
税
の
自
主

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、法
定
外
普

通
税
の
導
入
を
実
現
さ
れ
た
い
。ま

た
、国
頭
村
周
辺
海
域
で
の
海
砂
利

採
取
は
、村
の
貴
重
な
資
源
の
見
返

り
と
し
て
、新
た
な
村
税
の
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、法
定
外
普
通

税
の
導
入
を
実
現
し
、環
境
保
全
と

地
域
振
興
を
促
進
し
て
も
ら
い
た

い　　
法
定
外
普
通
税
の
新
規
導
入
の

取
組
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
申

し
上
げ
た
と
お
り
、導
入
の
目
的
、

使
途
等
を
精
査
し
た
上
、特
に
採
取

さ
れ
た
海
砂
利
は
社
会
的
イ
ン
フ

ラ
に
必
要
不
可
欠
な
資
源
で
あ
り
、

租
税
特
別
措
置
法
等
と
の
関
連
性
、

有
識
者
の
見
解
も
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
の
新
税
導
入
の
是
非
を
含

め
、慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
前
回
質
問
後
の
復
旧
支
援
の
経

緯
と
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
対
応

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

　
　
辺
野
喜
土
地
改
良
区
の
取
水

堰
に
つ
い
て
は
、受
益
農
家
に
よ
り

決
壊
部
分
の
応
急
措
置
が
な
さ
れ
、

取
水
機
能
は
維
持
で
き
て
い
る
。し

か
し
、堰
内
部
に
土
砂
が
堆
積
し
、

取
水
量
が
以
前
よ
り
低
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、土
砂
の
撤
去
と
決
壊

し
た
堰
の
修
繕
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。今
後
、利
用
農
家
と
の
調

整
を
踏
ま
え
、復
旧
を
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　
現
在
、本
園
の
保
護
者
会
等
に
よ

る
庭
園
作
業
の
活
動
の
実
施
に
向

け
て
計
画
し
て
い
る
。保
護
者
会
、

又
は
、職
員
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

法
面
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。屋

根
設
置
に
つ
い
て
は
、本
園
の
玄
関

前
に
あ
る
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
車

両 
11
台
分
に
膜
屋
根
テ
ン
ト
な
ど

を
設
置
し
た
場
合
、約
５
千
万
円
の

費
用
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
た

め
屋
根
の
設
置
に
つ
い
て
は
、費
用

対
効
果
等
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

　　
村
内
の
最
大
集
客
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
が
、奥
区
の
諸
般
の

事
情
に
よ
り
実
施
で
き
な
く
な
り
、

令
和
元
年
第 

30
回
奥
ヤ
ン
バ
ル
鯉

の
ぼ
り
祭
り
開
催
を
最
後
に
、今
日

に
至
っ
て
い
る
。村
が
力
強
く
率
先

し
て
音
頭
を
取
り
、次
年
度
の
復
活

に
向
け
て
奥
区
や
関
係
者
と
連
携

し
、協
働
の
取
組
が
で
き
る
よ
う
支

援
を
求
め
た
い

　　
奥
区
で
は
、令
和
２
年
３
月
の
区

民
総
会
で
奥
ヤ
ン
バ
ル
鯉
の
ぼ
り

祭
り
の
中
止
の
決
議
が
さ
れ
た
ほ

か
、奥
郷
友
会
の
解
散
に
よ
り
、奥

ヤ
ン
バ
ル
鯉
の
ぼ
り
祭
り
の
開
催

は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。各
区
が
主
体
と
な
っ
た
祭

り
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、各

区
と
協
議
の
上
、支
援
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。

　　

災害用避難テントの説明

情報交換会の様子

国頭村議会議員として３５年余りの長
期にわたり在職し議会運営はもとより
住民福祉の向上、地域の振興発展に寄
与した功績は多大であるとして、総務
大臣より令和７年１０月２０日付けで
感謝状が贈呈されました。

（１） 花蓮市
（花蓮市役所、佛教慈濟慈善事業基金會花蓮本會）
〈地震被災者の避難初期対応について〉
　２０２４年４月３日に発生した花蓮地震の際、地震発生か
ら３時間後にパーテーションで仕切られた快適な避難所が開
設されるなど、迅速な初動が各方面から称賛されている。そ
の対応方法について、研修を行った。

（２） 台南市（農業部台南区農業改良場、新化果菜市場）
　〈台湾の気候を活かした最新の農業動向について〉
　台湾と沖縄は地理的に距離が近く、いずれもアジアモンスーン地帯に属するため、台湾におけ
る最新の農業（マンゴー等）農産加工あるいは、直売所などの動向について研修した。また、研
修期間中、台南国際マンゴーフェスティバル開催中のため、特にマンゴーについて視察を強化し
た。その他、台南玉井青果市場の見学、台南小崇農園視察研修を行った。

　まとめとして、今回の３泊４日の研修の中で、花蓮市
で研修した、地震被災者の避難初期対応について、国
頭村でも参考にして災害に強い村づくりを目指してい
きたい。
　台南市農業改良場で北部のマンゴーの取り組みや、
台湾の現状説明、温暖化の影響など、活発な意見交換
を行った。台湾の農業は、国頭村の農業に参考になる
ところが多くあり、ＪＡや県の普及課と連携し、村の農
業振興に活かしていただきたい。（やんばるふんばる）

（目的）北部市町村議長会として、やんばる地域の将来を展望するにあたり、国内外の事例や事情
を把握し課題解決の取り組みや地域振興のあり方について大所高所から果敢に議論し、政策形成に
反映させることが求められている。この要求に応え、最新で質の高い見識を得ることを目的として
台湾で３泊４日の研修を実施する。
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水
源
基
金
創
設
の
取
り
組
み
は
、

北
部
三
村
と
連
携
し
進
展
し
て
い

る
か

　
　

　
北
部
６
市
町
村
の
首
長
連
名
に

よ
る
要
請
書
を
作
成
し
、提
出
す
る

予
定
で
あ
る
。

質
地
方
交
付
税
増
額
に
つ
な
が
る

村
道
台
帳
整
備
は
全
路
線
全
て
完

了
し
た
か

　
現
在
、村
道
台
帳
未
整
備
に
よ
り

普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
村
道
は
、５

路
線
あ
り
、台
帳
を
作
成
す
る
こ
と

で
普
通
交
付
税
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、長
期
的
に
見
れ
ば

財
政
運
営
が
有
利
に
な
る
と
認
識

し
て
い
る
。今
後
、台
帳
整
備
に
つ

い
て
は
全
体
予
算
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
国
頭
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
策
定
業
務
が
発
注
さ
れ

て
い
る
が
、先
進
地
事
例
等
も
参
考

に
し
て
、環
境
保
全
と
観
光
振
興
を

図
る
必
要
な
新
た
な
村
税
の
自
主

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、法
定
外
普

通
税
の
導
入
を
実
現
さ
れ
た
い
。ま

た
、国
頭
村
周
辺
海
域
で
の
海
砂
利

採
取
は
、村
の
貴
重
な
資
源
の
見
返

り
と
し
て
、新
た
な
村
税
の
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、法
定
外
普
通

税
の
導
入
を
実
現
し
、環
境
保
全
と

地
域
振
興
を
促
進
し
て
も
ら
い
た

い　　
法
定
外
普
通
税
の
新
規
導
入
の

取
組
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
申

し
上
げ
た
と
お
り
、導
入
の
目
的
、

使
途
等
を
精
査
し
た
上
、特
に
採
取

さ
れ
た
海
砂
利
は
社
会
的
イ
ン
フ

ラ
に
必
要
不
可
欠
な
資
源
で
あ
り
、

租
税
特
別
措
置
法
等
と
の
関
連
性
、

有
識
者
の
見
解
も
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
の
新
税
導
入
の
是
非
を
含

め
、慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
前
回
質
問
後
の
復
旧
支
援
の
経

緯
と
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
対
応

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

　
　
辺
野
喜
土
地
改
良
区
の
取
水

堰
に
つ
い
て
は
、受
益
農
家
に
よ
り

決
壊
部
分
の
応
急
措
置
が
な
さ
れ
、

取
水
機
能
は
維
持
で
き
て
い
る
。し

か
し
、堰
内
部
に
土
砂
が
堆
積
し
、

取
水
量
が
以
前
よ
り
低
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、土
砂
の
撤
去
と
決
壊

し
た
堰
の
修
繕
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。今
後
、利
用
農
家
と
の
調

整
を
踏
ま
え
、復
旧
を
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　
現
在
、本
園
の
保
護
者
会
等
に
よ

る
庭
園
作
業
の
活
動
の
実
施
に
向

け
て
計
画
し
て
い
る
。保
護
者
会
、

又
は
、職
員
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

法
面
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。屋

根
設
置
に
つ
い
て
は
、本
園
の
玄
関

前
に
あ
る
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
車
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台
分
に
膜
屋
根
テ
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ト
な
ど

を
設
置
し
た
場
合
、約
５
千
万
円
の

費
用
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
た

め
屋
根
の
設
置
に
つ
い
て
は
、費
用

対
効
果
等
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

　　
村
内
の
最
大
集
客
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
が
、奥
区
の
諸
般
の

事
情
に
よ
り
実
施
で
き
な
く
な
り
、

令
和
元
年
第 

30
回
奥
ヤ
ン
バ
ル
鯉

の
ぼ
り
祭
り
開
催
を
最
後
に
、今
日

に
至
っ
て
い
る
。村
が
力
強
く
率
先

し
て
音
頭
を
取
り
、次
年
度
の
復
活

に
向
け
て
奥
区
や
関
係
者
と
連
携

し
、協
働
の
取
組
が
で
き
る
よ
う
支

援
を
求
め
た
い

　　
奥
区
で
は
、令
和
２
年
３
月
の
区

民
総
会
で
奥
ヤ
ン
バ
ル
鯉
の
ぼ
り

祭
り
の
中
止
の
決
議
が
さ
れ
た
ほ

か
、奥
郷
友
会
の
解
散
に
よ
り
、奥

ヤ
ン
バ
ル
鯉
の
ぼ
り
祭
り
の
開
催

は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。各
区
が
主
体
と
な
っ
た
祭

り
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、各

区
と
協
議
の
上
、支
援
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。

　　

災害用避難テントの説明

情報交換会の様子

国頭村議会議員として３５年余りの長
期にわたり在職し議会運営はもとより
住民福祉の向上、地域の振興発展に寄
与した功績は多大であるとして、総務
大臣より令和７年１０月２０日付けで
感謝状が贈呈されました。

（１） 花蓮市
（花蓮市役所、佛教慈濟慈善事業基金會花蓮本會）
〈地震被災者の避難初期対応について〉
　２０２４年４月３日に発生した花蓮地震の際、地震発生か
ら３時間後にパーテーションで仕切られた快適な避難所が開
設されるなど、迅速な初動が各方面から称賛されている。そ
の対応方法について、研修を行った。

（２） 台南市（農業部台南区農業改良場、新化果菜市場）
　〈台湾の気候を活かした最新の農業動向について〉
　台湾と沖縄は地理的に距離が近く、いずれもアジアモンスーン地帯に属するため、台湾におけ
る最新の農業（マンゴー等）農産加工あるいは、直売所などの動向について研修した。また、研
修期間中、台南国際マンゴーフェスティバル開催中のため、特にマンゴーについて視察を強化し
た。その他、台南玉井青果市場の見学、台南小崇農園視察研修を行った。

　まとめとして、今回の３泊４日の研修の中で、花蓮市
で研修した、地震被災者の避難初期対応について、国
頭村でも参考にして災害に強い村づくりを目指してい
きたい。
　台南市農業改良場で北部のマンゴーの取り組みや、
台湾の現状説明、温暖化の影響など、活発な意見交換
を行った。台湾の農業は、国頭村の農業に参考になる
ところが多くあり、ＪＡや県の普及課と連携し、村の農
業振興に活かしていただきたい。（やんばるふんばる）

（目的）北部市町村議長会として、やんばる地域の将来を展望するにあたり、国内外の事例や事情
を把握し課題解決の取り組みや地域振興のあり方について大所高所から果敢に議論し、政策形成に
反映させることが求められている。この要求に応え、最新で質の高い見識を得ることを目的として
台湾で３泊４日の研修を実施する。
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金城利光　議員

台湾研修報告書 国頭村議会議長　山城　弘一　　
（期間）令和7年7月２日（水）～7月５日（土）
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山川　安雄

わたしたちが
ステキな題字をありがとう！

を書きました！
大岩 珠音・仲村 海・仲村 海愛
新城 ほなみ・和知 武頼・宮城 岳

わ　ち　　 たけよりしんじょう みやぎ がく　　　

なかむら　　かい なかむら みあおおいわ　　みおん

奧小学校児童

題字：奥小学校児童

Webでも読めるよ

村民の    を行政へ声声
◎防災計画の再確認及び見直しは
◎漂着ゴミ問題、その後について
◎奥間土地改良区は今後どのように整備するのか
◎自然災害・流域再生、科学的知見の必要性
◎ハブ捕獲と咬傷対策
◎タイワンハブ目撃情報について
◎新たな村税で財源を確保する取り組みを求める

　一般質問通告書の質問・答弁を
基本に（会議録に基づき）各議
員でまとめ、議会広報委員会
が確認したものを掲載してい
ます。
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　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の
定例議会が開催されます。

　12月定例会は12月5日（金）開会予定です。
日程が決まり次第、

ホームページでお知らせいたします。

　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の
定例議会が開催されます。

　12月定例会は12月5日（金）開会予定です。
日程が決まり次第、

ホームページでお知らせいたします。

最近２つの勉強会に参加した。
３村の若者に交じって「豊かな親（ウフ）やんばる（国
頭・大宜味・東）創り」を目指すワークショップだ。
若者目線の「親やんばる」それぞれの宝もの、自然・
文化・食・人資源の宝ものをストーリー化し活かす。

２０００年頃から国頭村においても多くの宝ものを掘り出した。小冊子になったり、報告
書として民間や役場の棚に並んでいる。事業で〝作った〟〝まとめた〟で終わらずこの宝
もの達に若者の目線で磨きをかけ、息吹を吹き込みマネタイズや、地域おこしに繋いで
もらいたい。
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９月定例会一般質問
令和７年

　毎年度輪番制で各村議会が議員・事務局職員研修会を開催。今年度は１０月１６日（木）に大宜
味村にて研修会を開催いたしました。講師に大宜味村産業振興課　農政係長　住　秀和氏を招
き、「大宜味村の農業振興」についての講演会と視察研修として(株)フードリボン（大宜味村田
港）・旧喜如嘉小学校の廃校跡利用喜如嘉翔学校を視察しました。

北部三村議会連絡協議会 で

大宜味村
国頭村

東  村
廃校跡利用宿泊施設廃校跡利用宿泊施設 パインの葉の繊維素材にて商品開発パインの葉の繊維素材にて商品開発

（株）フードリボン

議会だよりの構成は
村の未来はここで決まる！！

Kunigami Gikai Guide

『親やんばるの宝もの』


